
目
次

議会だより
丹波市

2007.10 
第12号

発行：兵庫県丹波市議会　編集：議会広報発行特別委員会　〒 669 − 3692 兵庫県丹波市氷上町成松字甲賀 1 番地 
TEL0795 − 82 − 1472  FAX0795 − 82 − 1523　 E-mail：ｇ ikai@city.tamba.hyogo.jp

9 月定例会・補正予算…………………………………… 2
決算特別委員会………………………………………… 4
診療継続を求める意見書……………………… ……  6
代表（5 名）・一般質問（13人）が登壇、市政をただす… … 7
委員会報告………………………………………… 16
市民の投稿／編集後記…………………………18

本堂では笑いの渦が

多くの人で賑わった厄除け座（柏原西楽寺）



2007.10/ たんばりんぐ 2

反
対
討
論

　

広
瀬
憲
一
議
員

賛
成
討
論

　

 

瀬
川　

至
議
員

　

堀　

幸
一
議
員

経
常
収
支
比
率
と
は
、
税
な
ど
の一
般
財
源
を
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
な
ど
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
ど
れ
く
ら
い
充

当
し
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
で
、
財
政
の
健
全
性
を
判
断
し
ま
す
。

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
程
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
投
資
的
な
経

費
に
充
当
す
る
財
源
の
余
裕
が
少
な
く
な
り
、
財
政
運
営
が
厳
し

く
な
り
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
自
治
体
の
収
入
に
対
し
、
公
営
企

業
な
ど
も
含
め
た
借
金
返
済
に
充
て
る
公
債
費
の
割
合
を
示
し
た

も
の
で
、
前
年
度
決
算
ま
で
の
３
年
平
均
で
算
出
し
た
数
値
で
す
。

本
会
議
質
疑

一
般
会
計
決
算

　
　

一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
合
計
で
10
億
円
を
超

え
る
未
収
金
が
あ
る
。
不

納
欠
損
額
も
一
般
会
計
で

4
2
5
0
万
円
と
増
加
傾

向
に
あ
る
。
担
当
部
課
間

の
連
携
が
大
切
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

問

  

▼
収
納
対
策
課
を
中
心

に
調
整
会
議
を
開
催
し
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
税
源

移
譲
な
ど
に
よ
り
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
税
の

公
平
を
保
つ
た
め
回
収
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

項　　　目

市民税

固定資産税

軽自動車税

都市計画税

保育所保育料

コミプラ使用料（下水道）

市営住宅使用料

住宅新築資金貸付金元利収入

住宅改修資金貸付金元利収入

学校給食事業収入

16年度

94,556,563

336,120,866

4,639,305

　　6,451,306

4,076,480

　　3,283,274

　　4,143,367

　102,914,756

　　26,412,302

　　3,148,311

17年度

　95,826,483

327,052,612

　　5,036,005

　　4,662,364

　　2,743,350

　　3,518,298

　　　712,870

　109,460,169

　27,969,838

　　4,241,312

　18年度

90,465,863

　336,647,763

　　6,276,360

　　3,097,110

　　　476,350

　　3,685,626

　　1,010,320

　115,733,006

　　28,440,068

　　　5,454,411

一般会計合計

特別会計合計

589,119,162

350,544,693

584,626,067

382,053,129

595,208,721

　402,182,057

一般会計の主な未収金

一般会計・特別会計の未収金合計

（円）

（円）

医療確保に向け

始 動
医療確保に向け

19年度
補正予算の審議

始 動

　　項　　　　　目

地域づくり事業積立金

丹波竜活用事業

医療確保基金積み立て

小児科医療確保対策

認定こども園建設費補助金

妊婦健康診査費助成金

学校等整備基金積み立て

公債費償還金

金　額　（千円）

200,000

15,487

30,000

15,000

71,125

1,800

150,000

603,451

主な補正予算 平成17年度（21億円）に続く
11億5千万円の黒字
平成17年度（21億円）に続く
11億5千万円の黒字

平成18年度
一般会計
特別会計

決算を認定
経常収支比率 89.9%（対前年 4.7% 増）実質公債費比率は15.6%

　第 21 回 9 月定例会を 9 月 4 日から9 月 26 日までの 23 日間の会期で開催しました。
本会議では、18 年度一般会計・特別会計決算、19 年度の補正予算、条例の制定など
79 議案を慎重に審議し可決しました。特に、決算は 17 年度に続く黒字となりましたが、増え続ける未収金対策に
ついて議論が集中しました。また、補正予算では喫緊の課題である医療対策「小児科医療確保対策」や「医療
確保基金積立金」などに真剣な討議を行ないました。

△平成18年度歳入歳出決算書

瀬
川　

至
議
員

　

堀　

幸
一
議
員

△平成18年度歳入歳出決算書
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４
万
円
を
上
限
額
と
し
検

診
に
補
助
す
る
。
５
回
の

実
施
は
県
下
で
初
め
て
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

請
願
者  

国
領
自
治
会
長

       

　
　 

　  

前
川
一
司

請
願
趣
旨
賛
同
者

東
中
自
治
会
長 

近
藤
　
寛

柚
津
自
治
会
長 

近
藤
直
治

棚
原
自
治
会
長 

山
本
　
勇

 

　 

紹
介
議
員  

西
本
嘉
宏

       

　
　 

　  

田
村
庄
一 

       

　
　 

　  

竹
知
正
明

　

趣
旨　

資
源
循
環
型
の

理
念
に
根
ざ
し
た
地
域
づ

く
り
を
構
築
す
る
た
め
に
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
用
地
の
決
定
を
白
紙
に

戻
し
、
再
度
、
用
地
選
定

の
協
議
を
す
る
こ
と
。

　

こ
の
請
願
は
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

請
願 

第
6
号

丹
波
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
建
設
用
地
に
関
す
る
請
願

◎
地
域
づ
く
り
事
業
積
立
金

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
難
視
聴
地
域
、
共
聴
ア

ン
テ
ナ
な
ど
へ
補
助
す
る

た
め
の
積
み
立
て
。

◎
丹
波
竜
活
用
事
業

　

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
に
化

石
工
房
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な

ど
設
置
の
改
修
費
。
Ｊ
Ａ
丹

波
ひ
か
み
か
ら
の
寄
付
金

１
０
０
万
円
も
充
て
る
。

◎
医
療
確
保
基
金

　

議
会
の
議
決
や
地
域
医
療

協
議
会
に
よ
り
地
域
医
療
確

保
の
た
め
、
救
急
医
療
体
制

の
充
実
や
病
院
等
へ
の
支
援

基
金
の
積
み
立
て
。

◎
小
児
科
医
療
確
保
対
策

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
医
療

対
策
の
ひ
と
つ
。
医
師
減
に

よ
り
負
担
の
増
大
し
て
い
る

県
立
柏
原
病
院
へ
非
常
勤
小

児
科
医
を
招
へ
い
す
る
市
の

事
業
。

◎
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
金

　

前
期
１
万
５
０
０
０
円
、

後
期
２
万
５
０
０
０
円
の

条

例

改

正

◎
認
定
こ
ど
も
園
関
係
費
用

　

山
南
地
域
の
み
つ
み
福

祉
会
と
の
新
園
建
設
に
関

す
る
も
の
な
ど
。

◎
公
債
費
償
還
金

　

18
年
度
決
算
黒
字
11
億

5
0
0
0
万
円
の
約
半
分

を
繰
上
償
還
に
充
て
る
も

の
。

◎
旧
町
ご
と
の
設
定
基
準

を
見
直
し
統
一
を
図
る
。

◎
課
金
時
間
単
位
を
１
時

間
に
統
一
す
る
。

◎
部
屋
の
面
積
を
４
分
類
、

そ
の
平
均
金
額
と
す
る
。

急
激
に
上
が
る
も
の
は

平
均
単
価
よ
り
安
く
す

る
。
な
ど
を
基
準
に
施
設

ご
と
の
担
当
常
任
委
員

会
で
審
査
し
、
本
会
議
に

各
委
員
長
報
告
が
行
な

わ
れ
、
賛
成
多
数
お
よ
び

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま

し
た
。

△建設予定地周辺

条
例
審
査

施
設
使
用
料
の
統
一

医療確保に向け

始 動
医療確保に向け

19年度
補正予算の審議

始 動

　　項　　　　　目

地域づくり事業積立金

丹波竜活用事業

医療確保基金積み立て

小児科医療確保対策

認定こども園建設費補助金

妊婦健康診査費助成金

学校等整備基金積み立て

公債費償還金

金　額　（千円）

200,000

15,487

30,000

15,000

71,125

1,800

150,000

603,451

主な補正予算 平成17年度（21億円）に続く
11億5千万円の黒字
平成17年度（21億円）に続く
11億5千万円の黒字

平成18年度
一般会計
特別会計

決算を認定
経常収支比率 89.9%（対前年 4.7% 増）実質公債費比率は15.6%

　
　

自
動
車
教
習
所
は
２

年
間
で
４
４
０
０
万
円
も

積
立
金
が
で
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
経
営
状
態
の
よ

い
も
の
を
や
め
よ
う
と
す

る
の
か
。

  

▼
将
来
の
18
歳
人
口
も
考

慮
し
、
経
営
状
態
の
よ
い
と

き
に
整
理
を
考
え
、「
民
間

で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
」

を
基
本
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

問答 自
動
車
教
習
所

特
別
会
計



●決算特別委員会● ●決算特別委員会●

2007.10/ たんばりんぐ 4

　

議
会
で
は
、
平
成
18
年
度
決
算
を
審
議
す
る
に
あ
た
り
、
本
会
議
で
の
質
疑
と
あ
わ
せ
、

12
名
の
委
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
け
、
4
日
間
に
わ
た
り
市
長
、
副
市
長
を
は

じ
め
、
各
担
当
部
長
な
ど
の
出
席
を
求
め
、
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
市

税
や
使
用
料
、
手
数
料
、
給
食
費
な
ど
の
未
収
金
や
不
納
欠
損
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

へ
の
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

一
般
会
計
の
実
質
収

支
が
11
億
5
0
0
0
万
円

で
、
財
政
調
整
基
金
残
高

も
64
億
1
0
0
0
万
円
余

に
も
な
る
。
も
っ
と
事
業

に
回
し
有
効
な
活
用
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

  

▼
将
来
の
借
入
金
償
還

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

償
還
な
ど
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

結
果
と
し
て
18
年
度
は

健
全
な
決
算
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
　

市
税
の
滞
納
が
相
当

あ
る
。
新
た
な
発
想
で
、

収
納
率
の
向
上
が
図
れ
な

い
の
か
。

  

▼
収
納
対
策
課
で
法
的

問答問答

措
置
も
講
じ
な
が
ら
収
納

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

民
間
委
託
や
企
業
の
事
例

も
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

給
食
費
の
未
収
金
対

問

策
は
ど
う
か
。
口
座
振
替

と
P
T
A
集
金
で
徴
収
に

差
が
あ
っ
た
の
か
。
給
食

費
が
納
め
ら
れ
な
い
理
由

は
何
か
。

  

▼
18
年
度
は
3
地
域
が

P
T
A
集
金
、
3
地
域
が

口
座
振
替
で
し
た
が
、
19

年
度
か
ら
は
市
内
全
地
域

口
座
振
替
と
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
で
未
収
金
増
を

懸
念
し
ま
す
が
、
収
納
に

努
力
し
ま
す
。
未
収
の

85
%
は
分
割
で
納
め
て
も

ら
っ
て
お
り
、
あ
と
は
経

済
状
況
や
行
方
不
明
な
ど

で
す
。

　
　

不
納
欠
損
処
理
の
実

態
は
ど
う
か
。

  

▼
地
方
税
法
に
よ
り
処

理
し
て
い
ま
す
が
、
固
定

資
産
税
で
は
生
活
困
窮
者

35
%
、
倒
産
、
破
産
に
よ

る
も
の
が
53
%
と
い
っ
た

状
況
で
す
。

　
　

予
算
に
対
し
て
決
算

で
不
用
額
が
出
て
く
る
要

因
は
何
か
。

   

▼
97
・
7
%
は
執
行
し

て
い
ま
す
が
、
超
勤
手
当

や
福
祉
へ
の
実
績
補
助
金

答問答問答

な
ど
必
然
的
に
出
て
く
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　

黒
井
駅
前
駐
車
場
に

つ
い
て
、
J
R
利
用
促
進

の
た
め
に
無
料
に
す
べ
き

で
な
い
か
。
ま
た
、
他
の

駐
車
場
も
検
討
す
べ
き
だ
。

  

▼
J
R
の
利
用
促
進
と

併
せ
て
今
後
検
討
し
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
車
庫
代

わ
り
や
放
置
の
例
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
駐
車
場
の
状
況
も
異

な
り
ま
す
。

　
　

お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
陸
運
局
の
指
摘
へ

問答問

の
対
応
は
。

  

▼
陸
運
局
に
出
向
き
、

ど
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る

の
か
協
議
し
ま
す
。
現
事

業
が
後
退
し
な
い
よ
う
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

大
変
な
時
代
の
中
で

生
活
保
護
者
へ
の
対
応
は

ど
う
か
。

  

▼
相
談
件
数
は
増
え
て

お
り
、内
容
も
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。
窓
口
だ
け
で

申
請
を
拒
否
す
る
こ
と
な

く
丁
寧
な
対
応
に
心
が
け

て
い
き
ま
す
。

答問答

「
滞
納
、
未
収
金
増
へ
の
対
策
は
」

決
算
特
別
委
員
会
で
集
中
審
査

主
な
質
疑

△決算特別委員会

△有効な獣害対策を
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安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
決
算
か
審
査

　

委
員
会
で
は
、
審
査
の
取

り
ま
と
め
と
し
て
、
次
の
意

見
を
付
し
、
本
会
議
で
報

告
し
ま
し
た
。

《
歳
入
全
般
》

◆
市
税
、
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
、
貸
付
金
、
給
食
費

な
ど
の
未
収
金
や
不
納
欠
損

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

収
納
対
策
課
を
中
心
と
し
て

他
課
と
の
連
携
を
密
に
し
て

幹
部
職
員
に
よ
る
徴
収
班
の

編
成
や
法
的
手
段
の
執
行
、

生
活
相
談
を
行
な
う
な
ど
徴

収
に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、

実
が
上
が
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
、
生
活
困
窮

者
の
生
活
相
談
に
対
応
す
る

相
談
員
の
配
置
、
徴
収
の
民

間
委
託
な
ど
新
た
な
方
策
を

検
討
し
、
早
急
に
収
納
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
願
い
た

い
。

◆
旧
慣
使
用
料
に
つ
い
て
、

旧
町
で
の
所
有
形
態
に
よ
り

取
り
扱
い
方
に
違
い
が
あ
る

の
で
、統
一
を
図
ら
れ
た
い
。

《
総
務
費
》

◆
各
集
落
の
交
通
推
進
員

（
委
員
）
の
活
動
が
統
一
さ

れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

交
通
行
政
の
推
進
に
は
、
交

通
推
進
員
の
役
割
が
重
要
で

あ
り
、
自
治
会
と
連
携
を
図

り
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
事
業

展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

◆
丹
波
市
の
防
災
訓
練
は
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
住

民
の
防
災
意
識
は
ど
う
な
の

か
。
地
域
力
を
高
め
る
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
り
、
自
治

会
と
連
携
を
図
り
、
防
災
ま

ち
づ
く
り
の
事
業
展
開
を
図

ら
れ
た
い
。

《
民
生
費
》

◆
地
域
の
安
心
安
全
の
取
り

組
み
と
し
て
、
25
校
区
に
自

主
防
災
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
他
市
で
は
駅
前

な
ど
に
自
主
防
災
駐
在
所
を

設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
市
も
検
討
願
い
た

い
。

◆
柏
原
保
育
所
の
借
地
に
つ

い
て
、
早
急
に
買
収
の
方
向

で
努
力
さ
れ
た
い
。

◆
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
、
陸
運
局
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

利
用
者
に
影
響
が
お
よ
ば
な

い
よ
う
対
応
に
努
め
ら
れ
た

い
。

◆
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

市
の
補
助
金
か
ら
上
部
組
織

へ
の
負
担
金
を
支
出
す
れ
ば

手
元
に
残
る
財
源
が
少
額
と

な
り
、
活
動
が
で
き
な
い
状

況
だ
と
聞
く
。
事
務
局
体
制

の
強
化
と
併
せ
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
願
い
た
い
。

《
衛
生
費
》

◆
健
康
づ
く
り
事

業
の
盛
り
上
が
り

が
欠
け
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
市
が

指
導
力
を
発
揮
し

全
市
で
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ

る
。

◆
水
環
境
の
保
全

は
行
政
の
責
務
で

あ
る
の
で
、
浄
化
槽
管
理
組

合
へ
の
補
助
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
管
理
組
合
と
十
分

協
議
願
い
た
い
。

《
農
林
水
産
費
》

◆
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
年
々

増
加
し
て
き
て
い
る
。
防
護

柵
の
設
置
や
捕
獲
活
動
の
取

り
組
み
は
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
兵
庫
県
森
林
動
物
研
究

セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
図

り
、
よ
り
有
効
な
手
段
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

◆
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
環
境
創
造
型

農
業
の
推
進
と
合
わ
せ
て
地

産
地
消
の
体
制
整
備
に
努
め

ら
れ
た
い
。

◆
丹
波
マ
ツ
タ
ケ
の
復
活
事

業
は
息
の
長
い
取
り
組
み
で

あ
る
の
で
、
特
区
申
請
も
視

野
に
入
れ
、
事
業
の
継
続
を

図
ら
れ
た
い
。

《
土
木
費
》

◆
道
路
網
の
整
備
は
、
市
の

一
体
性
を
促
進
す
る
上
で
重

要
で
あ
る
。
他
市
と
の
期
成

同
盟
会
、
ま
た
、
関
係
自
治

会
と
も
連
携
を
図
り
、
市
内

道
路
網
の
早
期
整
備
に
努
め

ら
れ
た
い
。

《
消
防
費
》

◆
女
性
消
防
団
員
の
役
割
に

つ
い
て
消
防
審
議
会
で
検
討

願
い
た
い
。

◆
防
火
水
槽
の
地
元
負
担

（
2
割
）
が
入
札
率
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
る
こ
と
は
ど
う

か
と
思
う
。
同
じ
規
格
の
も

の
で
あ
れ
ば
一
律
の
負
担
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

《
教
育
費
》

◆
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
5
名
の
指
導
員
で
は

対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
。
県
に
対
し
、
増
員
の
要

望
を
願
い
た
い
。

◆
保
険
税
の
未
収
金
、
不
納

欠
損
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
徴
収
事
務
も
難
し
い
と

は
思
う
が
、
日
々
の
収
納
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
滞
納

整
理
に
努
力
願
い
た
い
。

◆
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
が
1
/
2
に
軽
減
さ
れ
て

い
る
が
、
95
歳
以
上
の
高
齢

者
で
も
あ
る
の
で
、
減
免
措

置
を
検
討
願
い
た
い
。

◆
福
知
山
線
の
利
用
促
進
の

た
め
、
駅
前
駐
車
場
の
無
料

化
を
検
討
願
い
た
い
。

◆
宅
地
販
売
価
格
が
高
い
の

で
は
な
い
か
。
既
販
売
価
格

と
の
均
衡
の
問
題
も
あ
る

が
、
適
正
な
価
格
設
定
を
検

討
願
い
た
い
。　

【
一
般
会
計
】

【
特
別
会
計
】

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
決
算
か
審
査

△地域力を高める防災訓練

△駐車場の有効利用を
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県
立
柏
原
病
院
の

　
脳
神
経
外
科
の
診
療
継
続
を

　

県
立
柏
原
病
院
、
脳
神
経
外
科
医
師
の
引
き
上
げ
が
新
聞
報
道
さ
れ
、
市
民
に

不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
同
診
療
科
が
休
診
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
丹
波
市
内
に
は
脳
疾
患
関
係

の
病
院
が
な
く
な
り
、
救
急
搬
送
に
も
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。 

　

26
日
、
知
事
宛
の
意
見
書
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

県立柏原病院脳神経外科の診療継続を求める意見書

　丹波市議会は「地域医療の確保・充実を求める意見書」（H19.6.25
付丹議会第 121 号）により、崩壊寸前にある地域医療を建て直し、
県民の安心、安全が保障されるよう早急に対処されることを訴えてきま
した。
　市としても、市民に「病院へのかかり方」を啓発するとともに、｢ 平
日夜間夜 8 時 ~10 時応急診療室 ｣ の開設や「小児科対策緊急事業」
等地域医療確保対策に全力で取り組んでいるところです。
　さて、県立柏原病院は、「脳神経外科医 2 名のうち 1 名を9 月末に、
もう1 名を12 月末に、拠点病院へ配置するため大学医学部へ引き上
げ、10 月1日から入院、手術を中止する。」との新聞報道され、市民
に大きな不安を与えております。
　いうまでもなく、同病院は丹波地域の脳神経外科救急疾患治療の
中心的役割を果たしており、昨年度の入院患者は延べ 907 人、外来
患者は 7,443 人となっています。
　また、「兵庫県保健医療計画 丹波圏域計画」（H18.4 策定）にお
いても平成 15 年度では、脳血管疾患死亡率（人口 10 万人対）は、
丹波圏域 144.9と非常に高率を示しており、全県の 88.5 以下にすると
いう目標数値は達成されていないとしています。   
　以上のことから、県立柏原病院は丹波圏域における急性期を担う中
核病院としての体制が確保されることを最前提に、とりわけ喫緊の課題
として休診が危惧される「脳神経外科」を存続することにより、県民
の命、安全、安心が守られることを強く要望します。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により、意見書を提出します。

　平成 19 年 9 月26日

 兵庫県知事 井 戸 敏 三 あて
                兵庫県丹波市議会
                議 長 山 本 忠 利

　

8
月
7
日
、
丹
波
の
森
公
苑
で

開
催
さ
れ
た
第
2
2
4
回
兵
庫
県

市
議
会
議
長
会
総
会
で
、
丹
波
市

議
会
が
提
案
し
た
「
地
域
医
療
の

確
保
・
充
実
に
つ
い
て
」
が
、原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
書
を
8
月
20
日
に

兵
庫
県
知
事
へ
、
8
月
23
日
に
国

の
関
係
省
庁
な
ど
へ
山
本
議
長
が

持
参
し
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
の
全
文

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
医
療

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化

し
、
地
域
に
お
け
る
医
療
関
係
の

整
備
、充
実
が
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
平
成
16
年
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
新
医
師
臨
床
研
修

制
度
が
原
因
で
、
地
方
病
院
の
医

師
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
小
児
科
・
産
婦
人
科
の

医
師
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
で
、

多
く
の
地
方
病
院
に
お
い
て
休
診

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
安
心
な
子
育
て
支
援

の
少
子
化
対
策
に
逆
行
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
が
、
安
心
で
き
る
地
域

医
療
体
制
の
確
保
は
自
治
体
の

責
務
で
あ
り
、
各
地
方
自
治
体

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
に
よ
り

医
師
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

独
自
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、

国
に
お
い
て
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

1　

医
師
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
偏
在
を
な
く
す

な
ど
、
医
療
提
供
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
、
国
の
制
度
や
方

針
を
確
立
す
る
こ
と
。

2　

小
児
科
、
産
婦
人
科
、
麻

酔
科
な
ど
、
地
域
の
公
的
医

療
機
関
に
お
い
て
医
師
不
足
に

あ
る
診
療
科
の
維
持
を
図
る

た
め
、
医
師
確
保
の
緊
急
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

3　

公
的
医
療
機
関
の
役
割
に

鑑
み
、
経
営
安
定
化
や
医
師

確
保
に
対
す
る
財
政
支
援
措

置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

地域医療の確保・
充実について
国・県に対して要望

県
に
意
見
書
を
提
出

兵庫県市議会議長会

代
表
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問

一
般
質
問

市
政
を
た
だ
す
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県
で
「
ひ
ょ
う
ご
田
舎
暮

ら
し
・
多
自
然
居
住
支
援

協
議
会
」
が
8
月
に
発
足

し
、
市
も
加
入
し
て
い
ま

す
。
④ 

職
場
改
革
は
、
昨

年
度
か
ら
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
、
ま
た
、
本
年
度

か
ら
は
目
標
管
理
制
度
を

取
り
入
れ
、
職
場
の
改
善

案
や
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ど
も
具
体
化
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
② 

建
設
場

所
は
、
建
設
委
員
会
か
ら

の
答
申
を
い
た
だ
い
た
場

所
で
決
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

処
理
方
法
は
、
委
員
会
で

代
表
的
な
4
方
式
を
比
較

評
価
さ
れ
、
昨
年
8
月
に

「
炭
化
方
式
」
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
③ 

定
住

化
対
策
は
、
若
者
の
移
住
・

定
住
を
第
一
に

推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
新

産
業
創
造
課
に

企
業
誘
致
係
を

設
置
し
、ま
た
、

地
元
企
業
へ
の

就
業
と
雇
用
の

確
保
を
図
る
た

め
の
協
議
の
場

を
設
け
ま
す
。

団
塊
世
代
へ
の

対
策
と
し
て
、

　
　

市
が
発
足
し
て
お
よ

そ
3
年
が
過
ぎ
、
残
り
の

在
任
期
間
も
1
年
余
と
な

る
。
多
く
の
課
題
が
山
積

す
る
中
で
、
い
わ
ば
仕
上

げ
に
向
け
て
全
力
で
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

　

そ
こ
で
喫
緊
の
課
題
、

市
の
政
策
課
題
で
あ
る 

①

市
の
医
療
問
題
、
と
り
わ

け
県
立
柏
原
病
院
と
柏
原

赤
十
字
病
院
へ
の
支
援
の

あ
り
方
と
考
え
方 

②
廃
棄

物
処
理
施
設
建
設
に
関
わ

る
建
設
場
所
と
処
理
方
法

の
決
定 

③
定
住
促
進
対
策 

④
職
場
改
革
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

   
▼
① 
日
赤
県
支
部
に
市

と
し
て
支
援
す
る
方
向
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
赤
か
ら
再
建
へ
の
全

体
計
画
が
示
さ
れ
て
く
れ

ば
市
と
し
て
支
援
方
法
な

問答

   
喫
緊
の
医
療
、
廃
棄
物
処
理
対
策
へ
の
決
断
は

柏
原
赤
十
字
病
院
支
援
は
全
体
計
画
を
見
て

具
体
化
し
ま
す

代表質問

市民クラブ
荻野拓司議員

丹波市第 21 回定例会で代表質問には 5
名が一般質問には 13 名の議員が登壇

しました。市の重要課題、政策課題への市
長の決断、後期高齢者医療制度、市の医療
再生、仮称山南東保育園の建設、児童虐待、
特別養護老人ホームサービス、黒井城跡の
整備、障害者の就労支援、CI 計画の展開、

障害者自立支援、定住促進、若者の働
く場所の確保・企業誘致、自主財源の
確保、市の商業、行財政改革、恐竜を
活かしたまちづくり、一般廃棄物処理
施設の処理方式、柏原赤十字病院の存
続、などについて市長の考えをただし
ました。

代
表
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問

一
般
質
問

市
政
を
た
だ
す

△柏原赤十字病院の再建を
　（丹波地域の医療確保フォーラム）
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保
険
証
の
取
り
上
げ
を
や
め
よ

資
格
証
発
行
は
な
お
検
討
中
で
す

代表質問

日本共産党
議員団

西本嘉宏議員

緊
急
医
療
体
制
の
充
実
を

県
立
柏
原
病
院
の
救
急
機
能
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す

代表質問

清政会
田口勝彦議員

　
　

市
内
の
公
的
医
療
体

制
は
悪
化
の
一
歩
を
た

ど
っ
て
い
る
。
我
々
が
行

な
っ
た
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
結
果
で
も
県
立
柏
原

病
院
に
集
中
し
て
公
的
支

援
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

79
・
6
％
が
賛
成
で
あ
っ

た
。
市
民
の
願
い
は
救
急

医
療
の
充
実
、
小
児
科
、

産
科
の
拡
充
で
あ
り
、
市

民
の
願
い
を
十
分
受
け
止

め
県
立
柏
原
病
院
で
の
救

急
医
療
の
充
実
、
小
児
科
、

産
科
の
拡
充
に
最
善
の
努

力
を
す
る
こ
と
が
市
長
の

使
命
で
あ
り
具
体
的
な
取

り
組
み
を
。

　

ま
た
、
産
科
、
小
児
科

の
拡
充
の
た
め
無
過
失
保

障
保
険
に
市
が
加
入
す
べ

き
で
な
い
か
。
開
業
医
さ

ん
た
ち
の
有
志
で
の
地
域

医
療
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

開
業
医
と
勤
務
医
の
考
え

問問

方
を
把
握
す
る
こ
と
が
市

医
療
の
再
生
充
実
に
繋
が

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

    

▼
救
急
医
療
体
制
の
充

実
の
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
救
急
対
応
病
院
の
勤
務

医
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
県

立
柏
原
病
院
と
共
同
し
内

科
医
の
充
実
の
た
め
に
大

学
な
ど
へ
働
き
か
け
て
い

ま
す
。
救
急
医
療

の
面
か
ら
県
立

柏
原
病
院
の
救

急
機
能
の
充
実

を
優
先
的
に
取

り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

無
過
失
保
障
制

度
は
、
国
で
進
め

ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
市
と
し
て

の
実
施
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、

答

   

今
後
制
度
の
内
容
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、
調
査
し
ま

す
。
医
師
会
員
な
ど
の
有

志
で
の
会
の
活
動
に
つ
い

て
は
聞
き
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
会
か
ら
も
面
談
を
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
十
分
に
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
市
の
医
療
対
策

を
進
め
ま
す
。

　
　

75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
、
来
年

4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

保
険
料
の
引
下
げ
や
減
免

実
施
、
保
険
証
の
取
り
上

げ
を
や
め
る
な
ど
高
齢
者

の
医
療
を
守
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き

だ
。

   

▼
保
険
料
は
11
月
の
広

域
連
合
議
会
で
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。
減
免
は
法

定
の
み
で
単
独
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
資
格
証
明

書
は
、
法
律
に
よ
り
交
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

な
お
検
討
中
で
す
。

　
　

出
産
の
救
急
搬
送
に

伴
う
手
遅
れ
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
緊
急
課
題
と
し
て

丹
波
圏
域
に
「
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。

　

仮
予
約
の
停
止
に
伴
う

圏
域
外
で
の
出
産
に
交
通

費
な
ど
単
独
補
助
が
で
き

問答

   

問

な
い
か
。

   

▼
産
科
集
約
化
に
よ
る

影
響
分
は
、
県
立
柏
原
病

院
と
周
辺
市
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
丹
波
圏
域
の
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
2
0
0
9
年
度

ま
で
に
整
備
す
る
と
し
て

お
り
、
県
に
積
極
的
に
働

き
か
け
ま
す
。
仮
予
約
の

受
付
は
、
今
回
の
市
の
事

業
を
考
慮
し
て
判
断
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
交

通
費
な
ど
の
助
成

は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

　
　

市
の
商
業
の

現
状
と
大
規
模
小

売
店
の
出
店
計
画

に
つ
い
て
ど
う

か
。
こ
れ
以
上
の

大
規
模
小
売
店
な

ど
の
出
店
を
規
制

す
る
条
例
制
定
が

必
要
で
な
い
か
。

   

▼
市
で
は
10
年

答

   

問答

   

間
で
1
5
8
店
が
減
少
し

て
い
ま
す
。市
内
で
は
、「
大

店
立
地
法
」
施
行
以
降
は

進
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
一

部
に
噂
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
は
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。
大
規
模
集
客
施
設

は
、
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
り
、
11
月
30
日
以
降

は
、
原
則
立
地
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
は
困
難
で
す
。△高齢者への健康相談

△市民の協力による奉仕作業
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3
保
育
園
の
統
合
の

難
し
さ
が
あ
る
な
か
、
2

回
程
度
の
説
明
会
で
合
意

せ
ざ
る
を
得
な
い
保
護
者

の
心
境
を
わ
か
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
だ
け
3
保

育
園
の
環
境
を
1
日
で
も

早
く
改
善
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
の
表
わ
れ
と
受
け

止
め
て
ほ
し
い
。

①
認
定
こ
ど
も
園
構
想
で

進
め
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
が
ど
う
か
。

②
こ
ど
も
園
完
成
（
幼
稚

園
を
含
む
）
の
青
写
真
を

提
示
し
説
明
す
べ
き
で
な

い
か
。

③
説
明
会
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
狭
い
と
の
意
見
が
出
て

い
た
が
理
解
し
て
も
ら
っ

た
の
か
。

④
市
立
の
保
育
園
、
幼
稚

園
を
民
間
事
業
者
に
託
す

こ
と
に
な
る
。
土
地
は
無

償
貸
与
す
る
方
針
で
あ
る

が
、
な
お
最
大
限
の
協
力

問

を
す
べ
き
で
な
い
か
。

   

▼
①
認
定
こ
ど
も
園
を

実
施
す
る
1
段
階
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
で
き
る
だ
け
早
く
幼
稚

園
部
の
用
地
確
保
を
図
っ

た
上
で
、
み
つ
み
福
祉
会

と
協
議
を
行
い
、
提
示
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
増
築
規
模

は
5
歳
児
の
2
ク
ラ
ス
程

度
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

③
国
の
基
準
は

4
9
5
㎡
、
現
在
の

計
画
7
3
9
㎡
は
十

分
と
は
い
え
な
い
ま

で
も
基
準
を
か
な
り

上
回
っ
て
い
ま
す
。

意
見
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
園
庭
を
最
大
限

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

計
画
し
ま
す
。
不
安

や
指
摘
に
全
て
お
応

え
で
き
た
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
統

答

   

合
し
て
良
か
っ
た
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

④
統
廃
合
と
い
う
点
で
は
、

市
で
の
先
駆
的
取
り
組
み

で
あ
る
た
め
、
土
地
の
無

償
貸
与
、
建
築
費
の
補
助

な
ど
最
大
限
の
支
援
を
し

て
い
る
つ
も
り
で
す
。
運

営
に
お
い
て
も
十
分
協
議

を
し
、
協
力
し
て
い
き
ま

す
。

3
園
の
統
合
に
最
大
限
の
協
力
を

十
分
に
協
議
を
し
支
援
を
し
て
い
き
ま
す

代表質問

市政研究会
藤本正巳議員

子
ど
も
虐
待
防
止
の
推
進
を

さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

代表質問

公明党
小山欣弥議員

　
　

厚
労
省
で
は
虐
待
を

受
け
て
死
亡
に
至
っ
た
子

ど
も
の
検
証
を
し
た
と
こ

ろ
、
約
4
割
が
0
歳
児
で
、

そ
の
う
ち
約
8
割
が
月
齢

4
カ
月
以
下
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
4
月
か
ら

生
後
4
カ
月
ま
で
の
全
戸

訪
問
事
業
（
こ
ん
に
は
赤

ち
ゃ
ん
事
業
）
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
「
た

ん
ば
子
ど
も
安
心
ネ
ッ
ト

事
業
」
と
連
動
し
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

   

▼
「
た
ん
ば
子
ど
も
安

心
ネ
ッ
ト
」
は
、
17
の
機

関
と
団
体
で
構
成
し
、
市

内
す
べ
て
の
保
育
園
か
ら

高
等
学
校
ま
で
を
対
象
と

し
て
相
談
員
に
よ
る
訪
問

を
行
い
、
児
童
問
題
の
適

切
な
対
応
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事

問問答

   

業
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

今
、
市
の
財
政
が
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が

市
民
に
十
分
に
理
解
さ
れ

な
け
れ
ば
参
画
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
訴
え
て
も

言
葉
だ
け
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
市
の
財
政
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
予
算

書
の
作
成
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

問

   

▼
将
来
の
市
の
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

な
か
で
、
予
算
や
決
算
の

説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
な
ど
で
も
予
算
、
決

算
の
概
要
等
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
わ
か
り

や
す
く
充
実
し
た
説
明
資

料
の
作
成
と
公
表
の
仕
方

に
つ
い
て
鋭
意
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

答

   

△こども園建設予定地

△愛のある子育てを
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特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
計
画
は

1
0
0
床
の
増
設
で
施
設
基
盤
は
完
了
し
ま
し
た

高橋信二議員

国
史
跡
黒
井
城
跡
の
整
備
は

人
物
や
歴
史
資
料
の
活
用
を
め
ざ
し
ま
す

竹知正明議員

　
　

市
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
平
成
18
年
度

に
「
お
か
の
花
」
30
床
、

平
成
19
年
度
に
「
け
や
き

苑
」
30
床
、「
丹
寿
荘
」
40

床
が
増
床
さ
れ
、
合
計

4
7
8
床
と
な
る
が
、
18

年
度
末
の
入
所
者
数
は
市

内
在
住
者
3
6
4
名
、
市

外
在
住
者
31
名
の
3
9
5

名
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
け
や
き

苑
」
で
1
0
9
名
、「
松
寿

園
」
47
名
、「
も
く
せ
い
」

35
名
、「
お
か
の
花
」
で
78

名
、「
山
路
園
」
1
0
9
名
、

「
丹
寿
荘
」
で
32
名
、
合
計

4
1
0
名
も
の
人
が
入
所

待
ち
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
実
数
な
ら
今
の
倍
の

施
設
が
必
要
と
な
る
が
実

態
は
ど
う
か
。

   

▼
約
半
数
以
上
は
重
複

申
し
込
み
で
あ
り
、
他
の

施
設
に
入
っ
て
い
て
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人
も
お

問答

   

ら
れ
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
待
機
者
の
実

態
は
ど
こ
で
ど
う
把
握
し

て
い
る
の
か
。
入
所
は
ど

こ
で
誰
が
決
定
す
る
の
か
。

ま
た
、
入
所
に
つ
い
て
一

定
の
指
針
は
あ
る
の
か
。

   

▼
申
し
込
み
は
本
人
お

よ
び
家
族
と
な
っ
て
お
り
、

正
確
な
実
態
把
握
が
困
難

と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
個
人

情
報
に
十
分
注
意

し
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
部
会
な
ど
で
施

設
間
調
整
を
働
き

か
け
、
実
態
把
握

に
努
め
ま
す
。

　
　

今
後
団
塊
の

世
代
の
高
齢
化
と

と
も
に
、
入
所
者

数
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、
第
４
期

介
護
計
画
に
お
い

て
施
設
の
増
設
は

必
要
な
い
か
。

問答

   

問

   

▼
３
期
計
画
で
１
０
０

床
増
床
し
、
施
設
基
盤
は

整
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

は
身
近
な
生
活
圏
で
「
通

い
」「
泊
ま
り
」「
訪
問
」

な
ど
に
よ
る
「
小
規
模
多

機
能
型
」
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

答

   

　
　

戦
国
山
城
と
し
て
の

価
値
や
評
価
は
極
め
て
高

く
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
山
頂
の
眺
望
は
大

変
素
晴
ら
し
い
。
ハ
イ
カ
ー

や
観
光
客
も
年
間
を
通
じ

て
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ

る
。

　

旧
春
日
町
の
「
保
存
管

理
計
画
策
定
報
告
書
」
や

「
史
跡
黒
井
城
跡
整
備
基
本

構
想
」
に
基
づ
い
た
保
存
・

整
備
事
業
を
実
施
し
、
石

垣
の
積
み
直
し
を
含
む
事

業
の
早
期
着
手
の
計
画
と

予
定
は
。

   

▼
今
後
は
、
維
持
管
理

に
大
き
な
後
年
度
負
担
を

強
い
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備

よ
り
も
、
教
育
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
事
業
や
古
文
書
等
歴

史
資
料
悉
皆
調
査
の
な
か

で
、
地
域
に
残
る
黒
井
城

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
人
物

や
歴
史
資
料
を
掘
り
起
こ

し
、
ソ
フ
ト
面
で
の
活
用

問答

   

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

豊
岡
自
動
車
道
土
取

り
場
（
火
山
）
は
、
2
段

に
整
備
さ
れ
て
旧
春
日
町

に
戻
さ
れ
た
が
、
現
在
、

後
に
搬
入
れ
た
土
砂
の
部

分
は
特
に
雑
草
が
よ
く
繁

茂
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
利
用
計
画
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。

   

▼
普
通
財
産
の
う
ち
、

問答

   

火
山
土
取
り
場
跡
地
の
よ

う
に
3
0
、
0
0
0
㎡
を

超
え
る
よ
う
な
大
規
模
用

地
は
、
政
策
的
事
業
に
お

け
る
候
補
地
と
し
て
保
有

し
、
現
在
は
、
公
共
用
多

目
的
用
地
と
し
て
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

政
策
的
に
事
業
用
地
を

必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の

候
補
地
と
し
て
検
討
し
ま

す
。

△崩落の激しい石垣（山頂）

△新装になった丹寿荘
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障
害
者
の
自
立
に
最

も
重
要
な
課
題
と
し
て
就

労
支
援
が
あ
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
民
間
企
業
へ
の

就
労
が
進
ま
な
い
の
が
現

実
で
あ
る
。
市
役
所
施
設

内
に
福
祉
工
場
と
ま
で
い

か
な
く
て
も
作
業
所
や
福

祉
売
店
の
設
置
が
で
き
な

い
か
。
行
政
が
率
先
し
て

進
め
る
こ
と
が
障
害
者
雇

用
の
拡
大
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
民
間
企
業
へ
の
就

労
の
発
信
拠
点
の
場
に
な

る
と
思
う
が
市
の
考
え
方

は
ど
う
か
。

   

▼
今
後
本
格
的
に
始
ま

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

再
編
の
な
か
で
、
既
存
施

設
に
働
き
か
け
、
自
立
を

支
え
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
就
労
機
会

を
増
や
す
こ
と
を
ね
ら
い

に
相
談
員
の
配
置
や
受
入

れ
先
に
対
す
る
助
成
制
度

を
検
討
し
ま
す
。

問答

   

　
　

市
の
在
住
外
国
人
が

暮
ら
す
に
は
①
こ
と
ば
②

こ
こ
ろ
③
制
度
の
3
つ
の

壁
が
あ
る
。
こ
の
壁
を
な

く
す
に
は
、
多
文
化
を
理

解
す
る
市
民
の
人
権
意
識
、

直
面
し
て
い
る
諸
問
題
の

生
活
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
や
相
談
員
の
配
置
、
窓

口
の
多
言
語
対
応
の
支
援

と
人
権
意
識
の
向
上
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

問

   

▼
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
は
、
国
際
交
流
協
会

と
委
託
契
約
を
結
び
、
生

活
相
談
に
つ
い
て
も
同
協

会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

多
言
語
対
応
は
、「
生
活
情

報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
在

住
外
国
人
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
多
文
化
共
生
の
社

会
づ
く
り
は
、
各
種
交
流

事
業
や
人
権
啓
発
の
教
育

を
通
し
て
国
際
理
解
を
深

め
ま
す
。

答

   

就
労
支
援
に
福
祉
工
場
を

就
労
相
談
員
配
置
と
助
成
制
度
を
検
討
し
ま
す

平井孝彦議員

丹
波
市
の
Ｃ
Ｉ
計
画
の
展
開
は

効
率
的
な
事
業
実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す

田村庄一議員

　
　

丹
波
市
ア
ピ
ー
ル
の

た
め
、「
Ｃ
Ｉ
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
丹
（
ま
ご
こ
ろ
）
の
里
」

と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
今
後
春
日
和
田

山
道
を
活
か
し
た
都
市
と

の
交
流
、
恐
竜
化
石
の
活

用
、
丹
波
フ
ァ
ン
く
ら
ぶ

の
設
置
な
ど
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

   

▼
今
ま
で
職
員
対
象
の

研
修
会
、
広
報
誌
で
の
Ｐ

Ｒ
、ミ
ン
ト
神
戸
で
の
大
々

的
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
市
へ
の
誘
客
に
つ

い
て
は
道
の
駅
な
ど
の
代

表
者
に
よ
る
「
推
進
協
議

会
」
で
検
討
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

恐
竜
化
石
発
見
地
の
周

辺
一
帯
は
、
オ
ー
プ
ン
エ

ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
位
置

づ
け
、
自
然
景
観
ゾ
ー
ン

問答

   

と
し
て
旧
水
力
発
電
所
活

用
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

Ｃ
Ｉ
戦
略
と
し
て
、
魅

力
情
報
発
信
に
よ
り
顧
客

化
を
図
り
「
丹
波
フ
ァ
ン

く
ら
ぶ
」
の
よ
う
な
仕
組

み
を
構
築
し
て
、
効
果
的

な
事
業
実
施
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
　

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
目
白
押
し
で
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
避
け
ら

れ
な
い
な
か
、
合
併
特

例
債
の
活
用
（
事
業
と

そ
の
規
模
）
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

   

▼
18
年
度
末
で
39
億

円
を
発
行
し
、
今
年
度

の
申
請
で
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
に
約
51
億

円
、
水
道
事
業
統
合
に

約
67
億
円
、
幼
保
一
元

化
施
設
統
合
に
約
33
億

円
な
ど
、
基
金
分
を
含

め
約
2
5
5
億
円
を
見

問答

   

込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
可
能
な
限
り
特
例

債
を
充
当
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
行
政
改

革
と
一
体
的
に
進
め
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。

△緑ゆたかな丹（まごころ）の里

△障害者への就労支援を（明石市役所）
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問

障
害
者
と
腎
臓
透
析
に
支
援
を

現
状
に
基
づ
い
た
支
援
を
し
ま
す

広瀬憲一議員

定
住
促
進
に
専
門
部
門
の
設
置
を

ふ
る
さ
と
定
住
係
を
窓
口
に
対
応
し
ま
す

山下栄治議員

　
　

自
立
支
援
の
応
益
負

担
の
軽
減
と
腎
臓
透
析
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
①

障
害
者
医
療
費
の
複
合
医

療
に
よ
る
透
析
患
者
に
負

担
の
軽
減
。
②
腎
不
全
、

透
析
な
ど
予
防
対
策
を
市

民
に
啓
発
を
す
べ
き
で
な

い
か
。

   

▼
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
対
応
し
ま
す
。
今
後
も

予
防
、
治
療
の
啓
発
に
努

め
ま
す
。

　
　

生
活
保
護
の
適
正
化

に
つ
い
て
、
全
国
で
悲
し

い
死
亡
事
件
が
起
き
て
い

る
。
生
活
保
護
の
申
請
を

窓
口
で
拒
否
さ
れ
、
生
活

保
護
に
関
し
て
の
適
正
化

の
手
引
き
に
よ
り
、
申
請

書
を
渡
さ
な
い
水
際
作
戦

が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
次

の
点
は
ど
う
か
。

①
生
活
保
護
の
申
請
が
あ

れ
ば
受
理
す
る
こ
と
。
②

相
談
件
数
に
占
め
る
申
請

問答

   

問

件
数
の
申
請
率
に
自
立
助

長
の
名
で
打
ち
切
り
し
な

い
こ
と
。
③
生
活
保
護
は

市
民
の
権
利
で
あ
り
啓
発

す
る
こ
と
。

   

▼
相
談
に
よ
っ
て
は
、
申

請
に
至
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
丁
寧
な
対
応
と

相
談
し
や
す
い
体
制
を
つ

く
り
ま
す
。

　
　

お
年
寄
り
の
介
護
保

険
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
昨
年
以
来
の
高

齢
者
に
対
す
る
急
激

な
増
税
に
つ
ぐ
増
税

は
大
変
厳
し
い
。
特

に
、
介
護
保
険
料
第

一
段
階
の
97
歳
以
上

の
方
へ
の
百
歳
減
免

が
考
え
ら
れ
な
い

か
。
介
護
会
計
に
は

2
億
4
0
0
0
万
円

も
貯
金
が
あ
り
財
源

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

地
域
に
尽
く
し
て
こ

ら
れ
た
お
年
寄
り
を

答

   

問

大
切
に
す
る
政
治
こ
そ
必

要
で
は
な
い
か
。

   

▼
一
部
と
は
い
え
高
齢

者
が
保
険
料
を
全
く
払
わ

な
い
と
い
う
こ
と
は
公
平

さ
を
欠
き
ま
す
。
し
か
し
、

減
免
に
つ
い
て
給
付
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

答

   

各
部
各
課
の
課
題
解
決
の

た
め
上
位
の
法
律
な
ど
調

整
し
な
が
ら
政
策
実
現
の

た
め
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　

高
齢
者
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
は
、
緊
急
時
に
ペ

ン
ダ
ン
ト
を
押
す
こ
と
で
、

消
防
本
部
に
連
絡
で
き
る

機
器
を
貸
与
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
対
象
者
の
基
準

が
厳
し
い
。
民
生
児
童
委

員
の
方
と
相
談
の
上
、
希

望
者
に
は
貸
与
で
き
る
よ

問

　
　

定
住
促
進
は
、
社
会

資
本
・
福
祉
全
体
の
充
実
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
を

考
え
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
専
門
的
に

対
応
で
き
る
窓
口
を
設
置

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

   

▼
移
住
・
定
住
に
関
す

る
こ
と
は
就
業
、
子
育
て
、

教
育
、
住
環
境
、
福
祉
な

ど
広
範
囲
に
お
よ
ん
で
い

ま
す
。
窓
口
は
一
本
化
し
、

情
報
が
集
ま
る
仕
組
み
を

確
立
し
ま
す
。

　
　

条
例
を
制
定
し
政
策

を
実
施
す
る
事
例
が
今
後

益
々
増
大
し
て
く
る
。
各

部
・
課
で
事
業
を
促
進
し

て
い
く
た
め
、
政
策
法
務

が
可
能
な
職
員
を
早
急
に

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
が

ど
う
か
。

   

▼
4
月
に
は
「
文
書
法

制
係
」
を
設
置
、
よ
り
専

門
的
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

問答

   

問答

   

う
に
な
ら
な
い
か
。

   

▼
独
居
高
齢
者
が
増
加

す
る
な
か
で
、
地
域
の
見

守
り
体
制
の
一
層
の
充
実

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
民

生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の

お
世
話
に
な
る
こ
と
も
多

く
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
判

断
の
範
囲
を
幅
広
く
し
て

中
身
を
精
査
し
、
必
要
な

人
に
は
借
り
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
研
修
会
な
ど
で

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

答

   

△高齢者に支援を

△緊急通報機器（本体）
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工
場
誘
致
に
企
業
立
地
促
進
法
を

基
本
計
画
策
定
に
向
け
県
と
協
議
検
討
し
ま
す

足立正典議員

自
主
財
源
の
確
保
を

企
業
誘
致
と
雇
用
の
拡
大
な
ど
で
取
り
組
み
ま
す

小寺昌樹議員

　
　

自
主
財
源
の
確
保
と

強
化
の
た
め
、
①
企
業
誘

致
と
雇
用
の
拡
大
、
②
未

収
金
の
回
収
と
滞
納
整
理

シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
、
③

応
相
寺
分
譲
地
の
売
却
と

定
住
策
の
促
進
を
ど
う
す

る
の
か
。

   

▼
①
市
商
工
会
協
議
会

に
企
業
誘
致
委
託
を
行
な

い
、
一
緒
に
企
業
訪
問
活

動
や
市
内
企
業
の
紹
介
冊

子
を
作
成
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

②
収
納
対
策
課
で
は
2
カ

月
ご
と
に
名
寄
せ
を
行
い
、

滞
納
繰
越
金
の
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
が
、
現
年

度
分
は
収
納
状
況
を
管
理

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

今
後
滞
納
整
理
シ
ス
テ

ム
の
研
究
を
進
め
ま
す
。

③
分
譲
地
を
移
住
・
定
住

の
地
と
し
て
、
丹
波
市
を

選
択
い
た
だ
け
る
よ
う
情

報
を
絶
え
ず
発
信
し
て
い

問答

   

き
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
統
合
・

廃
止
ま
た
は
、
民
間
移
譲

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

1
1
3
0
施
設
の
老
朽
度

調
査
、
改
修
時
期
の
把
握

が
で
き
て
い
る
の
か
。

   

▼
全
て
の
施
設
の
老
朽

度
調
査
、
改
修
時
期
ま
で

は
、
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

市
全
体
か
ら
考
え
た
将
来

的
な
施
設
の
位
置

づ
け
を
勘
案
し
、

既
存
施
設
の
状
況

確
認
を
進
め
ま

す
。
限
ら
れ
た
財

源
か
ら
、
施
設
の

最
適
な
管
理
、
運

営
、
更
新
に
つ
い

て
、
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

　
　

過
疎
高
齢
化

が
進
行
し
た
集
落

で
は
、
荒
廃
し
た

田
畑
、
山
林
の
保

全
と
管
理
が
で
き

問答

   

問

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
集
落
の
再
生
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

   

▼
現
在
「
集
落
活
性
化

戦
略
調
査
」
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
暮
ら
し
・
地
域
経

済
に
わ
た
る
再
生
・
活
性

化
へ
の
道
筋
を
示
す
戦
略

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

   

　
　

今
年
度
決
算
か
ら
交

付
税
の
一
本
算
定
に
関
わ

る
影
響
額
を
控
除
し
て
算

出
し
た
試
算
値
が
示
さ
れ

て
お
り
、
交
付
税
が
一
本

算
定
さ
れ
る
と
各
指
数
が

示
す
数
値
は
極
端
に
悪
く

な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
今

の
ま
ま
の
行
財
政
改
革
で

数
値
の
改
善
が
で
き
る
の

か
。

   

▼
現
在
で
も
総
額
ベ
ー

ス
で
約
40
～
50
億
を
控
除

し
た
額
が
、
市
の
財
政
規

模
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

普
通
交
付
税
の
逓
減
処

置
が
始
ま
る
27
年
か
ら
の

財
政
運
営
に
向
け
、
説
明

責
任
を
果
た
し
つ
つ
行
財

政
の
大
き
な
課
題
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
　

財
政
基
盤
の
安
定
し

た
足
腰
の
強
い
市
に
す
る

た
め
、
自
主
財
源
の
確
保

が
大
事
で
あ
る
。
若
者
の

問答

   

問

働
く
場
所
の
確
保
に
、
国

の
企
業
立
地
促
進
法
を
読

み
込
ん
だ
企
業
誘
致
が
図

ら
れ
て
い
る
か
。

   
▼
国
が
策
定
し
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
県
と
市

が
協
議
を
経
て
基
本
計
画

を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ

き
事
業
者
が
立
地
計
画
な

ど
を
知
事
に
申
請
し
、
承

認
を
受
け
る
と
設
備
投
資

減
税
な
ど
の
支
援
措
置
が

受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
後
の
計
画
策

定
に
つ
い
て

は
、
県
の
担
当

部
局
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
は
自

治
体
セ
ー
ル
ス

の
最
前
線
と
も

言
わ
れ
て
い

る
。
市
の
窓
口

を
都
市
部
に
置

答

   

問問

き
、
地
域
力
を
上
げ
る
な

ど
大
き
な
役
割
を
果
た
す

シ
ョ
ッ
プ
設
置
の
考
え
は

な
い
か
。

   

▼
市
が
運
営
す
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
は
、

市
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
な
り
、
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す
。
農
産
物

に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体

と
協
働
す
る
中
で
販
売
機

会
を
増
や
し
ま
す
。

答

   

△企業進出が待たれる工業団地

△企業誘致による雇用拡大を（進出企業）
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中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
進
捗
状
況
は

年
内
に
は
国
に
申
請
協
議
を
行
な
い
ま
す

大野亮祐議員

事
務
効
率
の
た
め
庁
舎
建
設
を

必
要
性
・
方
向
性
を
見
極
め
る
時
期
と
考
え
ま
す

堀　幸一議員

で
、
丹
波
市
商
工
会
協
議

会
か
ら
嘆
願
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
①
市
内
へ
の

大
規
模
小
売
商
業
施
設
の

出
店
凍
結
の
決
議
を
し
た

こ
と
。
②
大
型
小
売
店
舗

の
出
店
を
規
制
す
る
ま
ち

づ
く
り
条
例
制
定
。
③
現

在
の
商
業
拠
点

と
な
る
商
業
施

設
、
中
心
市
街

地
商
店
街
へ
の

商
業
環
境
活
性

化
に
向
け
た
支

援
策
の
策
定
で

あ
る
。

　

市
は
こ
の
決

議
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

   

▼
嘆
願
書
に

つ
い
て
は
真
摯

に
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
大
型

店
の
出
店
の
噂

答

   

　
　

本
年
3
月
の
産
業
建

設
常
任
委
員
会
や
議
会
全

員
協
議
会
で
「
丹
波
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
の
素
案
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

素
案
策
定
後
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
い
つ
頃
ま
で

に
計
画
が
で
き
あ
が
り
、

国
に
提
出
で
き
る
の
か
。

そ
の
場
合
認
定
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

   

▼
4
月
以
降
行
政
内
部

に
お
い
て
検
討
調
整
会
議

を
設
置
し
事
業
調
整
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

策
定
委
員
会
や
活
性
化
協

議
会
を
開
催
し
な
が
ら
、

年
内
に
は
国
に
申
請
協
議

を
行
な
う
べ
く
進
め
て
い

ま
す
。

　

認
定
に
は
、
提
出
後
2

カ
月
ほ
ど
要
す
る
予
定
で

す
。

　
　

本
年
7
月
20
日
付
け

問答

   問

　
　

行
政
改
革
を
推
進
す

る
な
か
で
、
指
揮
命
令
を

迅
速
か
つ
的
確
に
行
な
う

た
め
、
本
庁
舎
・
分
庁
舎

と
分
散
し
て
い
る
こ
と
が

支
障
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

市
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

本
庁
舎
建
設
を
、
市
長
の

任
期
中
に
計
画
す
る
意
思

は
な
い
か
。

   

▼
行
政
改
革
の
取
り
組

み
は
、
着
実
に
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
の

建
設
は
、
事
務
の
効
率
化

や
経
費
の
削
減
と
住
民
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
最
優
先
に
考

慮
し
ま
す
。
財
政
の
見
通

し
な
ど
と
合
わ
せ
十
分
な

検
討
を
行
な
い
、
そ
の
必

要
性
、
方
向
性
を
見
極
め

る
時
期
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

工
場
誘
致
な
ど
を
積

極
的
に
行
な
い
地
域
活
性

化
と
産
業
再
生
の
た
め
、

問答

   問

農
業
振
興
と
工
場
誘
致
等

商
工
振
興
を
担
当
す
る
産

業
経
済
部
を
、
農
業
部
門

と
商
工
・
観
光
部
門
に
分

離
独
立
さ
せ
、
農
業
お
よ

び
商
工
業
・
観
光
の
振
興

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

   

▼
都
市
圏
の
形
成
を
図

る
う
え
で
優
先
的
に
進
め

て
い
く
施
策
と
し
て
、
農

業
部
門
は
、
農
業
振
興
地

答

   

域
整
備
計
画
に
基
づ
く
農

用
地
の
保
全
や
地
産
地
消

の
施
策
を
、
商
業
振
興
分

野
は
、
企
業
誘
致
や
雇
用

拡
大
の
施
策
を
担
っ
て
い

ま
す
。
行
政
改
革
の
取
り

組
み
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
図
り
ま
す
。

が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、

現
行
法
制
度
上
、
出
店
規

制
で
き
ず
、
土
地
利
用
の

全
体
構
想
が
な
い
な
か
で

の
出
店
規
制
の
条
例
制
定

も
難
し
い
と
の
見
解
を
県

や
顧
問
弁
護
士
か
ら
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

△本庁舎建設を

△偉人館として活用される予定の大手会館
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会
、
旅
行
業
者
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
体

験
を
含
め
た
丹
波
竜
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
検

討
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
の

子
ど
も
は
成
人
と
同
様
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
肝
臓

障
害
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
伴
い
健
康
を
害
し
て
い

る
。
医
療
機
関
で
の
生
活

習
慣
病
の
検
診
を
無
料
に

問

　
　

全
国
で
7
0
0
万
人

の
団
塊
の
世
代
の
定
年
退

職
を
迎
え
、
自
動
車
工
場
、

食
品
工
場
を
見
学
し
て
ま

わ
る
「
学
習
で
き
る
旅
」

が
脚
光
を
あ
び
て
い
る
。

郷
土
へ
の
観
光
活
性
化
に

力
を
入
れ
る
自
治
体
は
数

多
い
。
団
塊
の
世
代
に
表

れ
て
い
る
「
見
て
楽
し
む

観
光
」
か
ら
「
体
験
し
て

学
習
で
き
る
観
光
」
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
全
国
、
世
界
的
発
見

へ
と
期
待
が
高
ま
る
丹
波

竜
を
「
学
習
で
き
る
旅
」

と
し
て
ツ
ア
ー
を
行
い
、

行
政
、
地
域
、
J
R
、
観

光
協
会
、
商
工
会
を
窓
口

に
丹
波
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
で
き
な
い
か
。

   

▼
最
近
「
大
人
の
社
会

見
学
」
が
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
恐
竜
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
関

連
各
課
、
Ｊ
Ｒ
や
観
光
協

問答

   

で
き
な
い
か
。

   

▼
肥
満
と
判
定
さ
れ
た

児
童
生
徒
に
は
医
療
機
関

の
受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
　
「
い
じ
め
、
虐
待
の
な

い
町
」
宣
言
は
。

   

▼
大
切
な
子
ど
も
の
命

を
守
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

答

   

問答

   

△「学習できる旅」に活用を（丹波竜発掘現場）

丹
波
竜
で
「
学
習
で
き
る
旅
」
を

恐
竜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す

田坂幸恵議員

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
式
は

調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

足立一光議員

　
　

処
理
方
式
に
つ
い
て
、

策
定
委
員
会
か
ら
炭
化
方

式
と
す
る
よ
う
答
申
さ
れ

た
が
、
全
国
で
66
の
建
設

の
う
ち
、
炭
化
方
式
を
採

用
し
た
の
は
僅
か
6
自
治

体
で
あ
る
。
現
在
申
請
し

て
い
る
自
治
体
で
も
、
丹

波
市
だ
け
と
聞
い
て
い
る
。

炭
化
物
を
引
き
取
る
セ
メ

ン
ト
工
場
や
製
鉄
所
が
近

く
に
な
く
、
厳
し
い
分
別

と
高
額
な
塩
分
除
去
装
置

も
必
要
で
あ
る
。
人
口

7
万
人
規
模
の
丹
波
市
で

は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
高
く
な
り
、
市
や
住
民

の
負
担
が
重
く
な
る
。
市

は
コ
ス
ト
計
算
や
炭
化
物

の
引
き
取
り
先
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

   

▼
処
理
方
式
に
つ
い
て

は
、
整
備
計
画
策
定
委
員

会
で
、
代
表
的
な
4
方
式

に
つ
い
て
施
設
視
察
を
行

な
い
、
ご
み
質
、
ご
み
量

問答

   

を
基
に
、
市
が

行
っ
た
プ
ラ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を

比
較
評
価
し
て
、

昨
年
8
月
に
炭

化
方
式
が
答
申

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、

市
で
は
炭
化
方

式
の
施
設
見
学

や
、
学
識
経
験

者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
調
査
研
究
し
て

き
ま
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
や

課
題
も
含
め
、
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
議
会
に
報
告

し
ま
す
。

　
　

非
常
時
の
災
害
物
資

は
、
何
が
ど
れ
だ
け
保
管

さ
れ
て
い
る
の
か
。
特
に

仮
設
ト
イ
レ
は
ど
う
か
。

   

▼
市
内
6
施
設
の
倉
庫

に
ア
ル
フ
ァ
化
米
3
千
食
、

乾
パ
ン
6
千
個
、
仮
設
ト

イ
レ
7
器
の
ほ
か
、
土
嚢

問答

   

袋
、
毛
布
、
担
架
、
シ
ー
ト
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
お
む
つ
な

ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
篠
山
市
に
応
援

協
定
、
県
に
緊
急
物
資
の

要
請
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
流
通
3
業
者
と
、

緊
急
時
の
生
活
物
資
確
保

の
協
定
書
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

△答申のあった炭化方式
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  総　務
常任委員会

休
日
診
療
所
を
柏
原
赤
十
字
病
院
に
変
更
を

医
師
会
の
理
解
を
求
め
検
討
を
進
め
ま
す

前川豊市議員

　
　

市
医
師
会
の
協
力
で

実
施
し
て
い
る
休
日
診
療

所
の
場
所
は
、
診
療
に
必

要
な
機
械
や
設
備
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
柏
原
赤
十
字

病
院
で
休
日
診
療
が
行
な

え
る
よ
う
に
柏
原
赤
十
字

病
院
と
医
師
会
の
理
解
を

得
て
場
所
の
変
更
を
す
べ

き
で
あ
る
。

   

▼
現
在
の
休
日
診
療
所

は
、
患
者
の
増
加
に
よ
る

施
設
の
狭
あ
い
化
や
設
備

の
老
朽
化
な
ど
が
あ
り
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
時
機
に
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

勤
務
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
市
医
師
会
と
協
議
し
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

今
年
7
月
か
ら
就
任

さ
れ
て
い
る
柏
原
赤
十
字

病
院
の
玉
田
院
長
は
内
視

鏡
の
大
家
と
し
て
有
名
で

あ
る
。

 　

玉
田
院
長
は
そ
の
実
績

問答

   

問

を
も
と
に
柏
原
赤
十
字
病

院
へ
の
医
師
の
招
へ
い
に

大
変
努
力
さ
れ
て
い
る
。

市
長
も
柏
原
赤
十
字
病
院

の
医
師
確
保
の
た
め
に
要

請
や
問
題
解
決
に
協
力
を

し
て
い
く
べ
き
だ
。

   

▼
玉
田
院
長
が
就
任
さ

れ
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の

開
設
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
方
面
に
関

心
の
あ
る
医

師
の
招
請
を

め
ざ
さ
れ
て

お
り
、
病
院

設
置
者
と
し

て
の
努
力
に

期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

柏
原
赤
十
字

病
院
側
か
ら

何
ら
か
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が

あ
れ
ば
協
力

し
て
い
く
考

え
で
す
。

答

   

　
　

柏
原
赤
十
字
病
院
の

再
生
に
向
け
、
市
と
柏
原

赤
十
字
病
院
と
県
の
三
者

会
議
を
定
期
開
催
す
べ
き

だ
。

   

▼
市
か
ら
申
し
出
れ
ば

直
ぐ
に
日
程
調
整
し
開
催

で
き
ま
す
。
今
後
も
必
要

に
応
じ
随
時
開
催
で
き
る

よ
う
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

問答

   

　

市
内
の
学
校
施
設
や
社

会
体
育
施
設
の
使
用
料
は
、

各
旧
町
の
施
策
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、「
使
用
料
に
お

け
る
不
均
衡
を
統
一
す
る
」

と
す
る
合
併
協
定
項
目
に

よ
る
見
直
し
の
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。
使
用
料
は
、

1
時
間
あ
た
り
で
学
校
体

育
館
が
一
律
6
3
0
円
、

会
議
室
は
広
さ
に
よ
り
4

段
階
で
、
1
5
0
円
か
ら

4
0
0
円
で
、
値
上
が
り

が
42
施
設
、
値
下
が
り
が

60
施
設
、
変
動
な
し
が
5

つ
の
施
設
と
な
り
、
こ
れ

ら
の
使
用
料
は
、
平
成
20

年
4
月
1
日
か
ら
の
適
用

に
な
り
ま
す
。

  

主
な
審
査
意
見

　
　

な
ぜ
一
時
間
単
位
の

課
金
に
統
一
し
た
の
か
。

   

▼
旧
料
金
を
そ
れ
ぞ
れ

1
時
間
あ
た
り
の
利
用
単

問答

   

価
に
し
、
平
均
額
を
算
出

し
て
現
行
が
平
均
額
よ
り

高
い
所
は
下
げ
、
低
い
所

は
上
げ
ま
し
た
。

　
　

減
免
団
体
の
今
後
の

対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

   

▼
当
分
の
間
は
減
免
団

体
の
見
直
し
は
し
ま
せ
ん
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
学
校
施

設
の
使
用
料
を
支
払
っ
て

い
る
団
体
は
あ
る
の
か
。

     

▼
あ
り
ま
せ
ん
。

問答

   

問答

   

下
半
期
に
お
け
る
丹
波
竜
の
活
用
事
業
計
画

◆
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
内

に
化
石
工
房
の
設
置

◆
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
室
（
作

業
場
）、
展
示
場
（
実
習

室
）
事
業
費
9
0
0
万

円
◆
旧
上
久
下
村
水
力
発
電

所
周
辺
見
学
地
整
備 

工

事
費
1
6
4
万
円

◆
化
石
レ
プ
リ
カ
作
成
費

69
万
円

◆
第
1
回
丹
波
竜
グ
ラ
ン

プ
リ
の
開
催

◆
丹
波
竜
イ
メ
ー
ジ
募
集  

時
期 

9
月
中
旬
〜
11
月

中
旬

◆
発
見
現
場
で
の
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
開
催

◆
地
層
・
古
生
物
・
自
然
・

地
球
環
境
等
の
学
習
会

◆
第
2
次
調
査
（
予
定
）

　

11
月
中
旬
〜
2
月
末

本
会
議
に
お
い
て
、「
丹
波
市
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
他
９
議
案

が
付
託
さ
れ
、
９
月
12
日
の
委
員
会
で
、
市
長
な
ど
関

係
者
の
出
席
を
求
め
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
査
を
行

な
い
賛
成
多
数
お
よ
び
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

（

（

△休日診療所の充実を

△さらなる丹波竜の活用を
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  民　生
常任委員会

  産業建設
常任委員会

成
20
年
4
月
1
日
か
ら
適

用
と
な
り
ま
す
。

　

減
免
団
体
は
見
直
し
ま
で

継
続
さ
れ
ま
す
。

▼
丹
波
市
地
域
医
療
緊
急
対

策
事
業
基
金
条
例
の
制
定

　

市
内
に
お
け
る
安
全
安
心

な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
や

救
急
医
療
に
対
応
す
る
基

金
を
設
置
し
、
そ
の
目
的
達

成
の
財
源
と
す
る
も
の
で
、

予
算
に
定
め
る
範
囲
内
の
金

額
を
積
み
立
て
る
と
な
って
い

ま
す
。

請
願
審
査

▼
ホ
テ
ル
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
&

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
丹
波
の

森
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
森
の
家
」

▼
丹
波
市
立
隣
保
館
条
例

の
一
部
改
正

　

現
行
の
使
用
料
は
、
合
併

前
の
旧
町
の
ま
ま
で
あ
り
、

負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
、
貝
市

会
館
、
七
日
市
会
館
、
柏

原
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
料

金
を
1
時
間
単
位
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。
平
成
20
年

4
月
1
日
か
ら
適
用
と
な
り

ま
す
が
、
減
免
団
体
は
今
後

の
検
討
課
題
と
し
、
見
直
し

ま
で
従
前
の
団
体
が
継
続
さ

れ
ま
す
。

▼
丹
波
市
保
健
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

合
併
前
の
旧
町
の
ま
ま
で

あ
っ
た
使
用
料
を
、
負
担
の

公
平
性
の
原
理
か
ら
見
直

し
、
1
時
間
単
位
に
統
一
す

る
も
の
で
す
。 

青
垣
保
健
セ

ン
タ
ー
、
氷
上
保
健
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
施
設
規
模
に
合

わ
せ
た
料
金
を
設
定
し
、
平

建
設
反
対
に
関
す
る
件

請
願
者

樽
井
区
自
治
会
長

　
　

 　
　
　

吉
見　

茂

竹
田
地
区
自
治
振
興
会
長

　
　
　
　
　

 

青
木
栄
治

紹
介
議
員 　

高
橋
信
二

　

滋
賀
県
の
業
者
が
市
島

町
下
竹
田
に
ホ
テ
ル
を
建
設

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、「
ラ

ブ
ホ
テ
ル
」「
カ
ー
ホ
テ
ル
」

の
た
ぐ
い
が
容
易
に
推
察
さ

れ
る
な
ど
を
趣
旨
と
し
、
地

元
が
建
設
に
反
対
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
県
へ
の
申

請
段
階
で
あ
り
、
ま
た
市
条

例
も
検
討
す
る
こ
と
か
ら
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。

▼
丹
波
市
立
市
島
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
旧

町
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た

施
設
使
用
料
を
負
担
の
公

平
性
の
原
理
か
ら
統
一
す

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　
　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
土

日
が
休
館
で
あ
る
。
土
日

の
使
用
を
求
め
る
意
見
も

あ
る
が
ど
う
か
。

   

▼
市
島
地
域
に
は
ラ
イ

フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
に
公
民

館
が
あ
り
、
土
日
も
開
館

し
て
い
ま
す
。
効
率
の
面

か
ら
も
そ
ち
ら
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
丹
波
市
立
春
日
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
団
体
名
称

国
領
地
区
自
治
協
議
会

会
長　
　

近
藤　

寛

問答

   

　
　

こ
の
施
設
に
は
救
急

駐
在
所
が
あ
る
。
施
設
の

使
用
に
関
し
、
管
理
予
定

者
と
合
意
で
き
て
い
る
の

か
。

   

▼
使
用
し
て
い
る
部
屋

は
倉
庫
を
改
良
し
た
場
所

な
の
で
使
用
料
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
電
気
に

つ
い
て
も
単
独
で
メ
ー

タ
ー
を
つ
け
て
い
ま
す
の

で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
管

理
予
定
者
と
も
合
意

で
き
て
い
ま
す
。

▼
丹
波
市
立
薬
草
薬

樹
公
園
条
例
の
一
部

改
正

　

こ
の
条
例
改
正

は
、
公
園
内
の
農
産

物
直
売
施
設
が
閉
鎖

状
態
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
薬
草
の
集
出

荷
お
よ
び
貯
蔵
施
設

と
し
て
使
用
す
る
た

問答

   

め
に
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

▼
丹
波
市
営
土
地
改
良
事

業
の
施
行

　

こ
の
事
業
は
山
南
町
山

崎
地
区
に
お
い
て
、
用
水

路
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

漏
水
な
ど
に
よ
り
営
農
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
た

め
、
改
修
を
行
な
い
農
業

経
営
の
安
定
を
図
る
も
の

で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
9
月
14
日
に
付
託
さ
れ
た

4
議
案
に
つ
い
て
午
前
中
は
現
地
調
査
を
行
な
い
、
午
後

に
副
市
長
な
ど
関
係
者
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行
な

い
、
全
議
案
を
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

審
査
し
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

（
民
生
常
任
委
員
会
で
は
9
月
13
日
に
付
託
さ
れ
た
9
議
案

と
請
願
1
件
を
、
市
長
な
ど
関
係
者
の
出
席
を
求
め
審

査
を
行
な
い
、
全
議
案
を
賛
成
全
員
で
可
決
し
、
請
願
は

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
審
査
し
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

△氷上保健センター

（

（

△ホテル建設予定地付近

△用途変更される農産物直売施設
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編
集
後
記

表
紙
説
明

　

旧
柏
原
町
で
は
、
町
商
工
会
が
核
と
な
り

市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
て
、
毎

月
18
日
に
厄
除
け
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
商
店
連
合
会
が
「
元
気
づ
く

り
事
業
」
の
補
助
を
受
け
厄
除
け
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

開
催
場
所
の
西
楽
寺
境
内
に
は
多
く
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
、
氷
上
町
出
身
の
笑
福
亭
由

瓶
さ
ん
や
笑
福
亭
鶴
二
さ
ん
の
2
人
の
落
語

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲里帰り体験

▲ふれあい教室の囲碁ボール交流会
（喜多いきいきサロン）

9月30日（日）に春日町中山区で、｢ 里山ウォー
クデイ ｣ を開催しました。

　同区の理解のもと、運営は区外を含めたボ
ランティアで行なっています。
　今年で 5 回目ですが、阪神圏を中心に毎年
200 名近い方々に楽しんでいだだいています。
　決まったルートやスケジュ－ルを設けず、
受付で渡す地図を片手に、一日自由に集落内
を散策できます。
　ザリガニ釣りや芋掘りのほか、民家の縁先
でお茶をいただいたり、わらぞうり作りを教
えてもらったりと、地元の人と交流できるの
も魅力のようです。
　運営側としては、「本当に里帰りしたよう」
という感想をいただけるのが無上の喜びです。
　都会育ちの子どもが増え、自然や農業を体
験する機会が減るなか、こうした経験を通じ
て、心にふるさとを持っていただけたらと願っ
ています。
　あなたの集落でも開催されませんか。
 http://walkday.net/photos/index.html

丹波市に生まれて 60 年あまり。争いも地
震も大きな台風も来ない穏やかな町。

でも、田舎だから高齢者の夫婦二人きり、そ
して一人暮らしが増えてきました。60 ～ 70
代ならまだ元気でいいのですが、80 ～ 90 代
になっても住みなれた家で死ぬまで暮らした
いと希望されています。
　親戚近所の方は、いつ何があるかわからな
いから老人ホームに入って欲しいと願う。そ
うすれば何の心配もないから安心でしょう。
本人はホームヘルパーさんに食事、洗濯など
支援を受けながら「この家を守らにゃ。死ぬ
まで離れたくない。」とその気持ちだけで頑
張れるのかもしれない。私も民生児童委員と
して、一人の近所のおばさんとして協力して
いきたいと思う。「こんにちは　元気？」話
を聞いてあげるくらいしかできないと思う
が、それで元気が得られるなら。

第5回里山ウォークデイ ちょっとしたこと　　
丹波市市島民生委員・児童委員

協議会副会長　　塩見　康代
里山ウォークデイ実行委員長　荻野 幸一朗

　

今
年
は
本
当
に
暑
い
夏
で
し
た
が
、
そ
れ

が
嘘
の
よ
う
に
納
ま
り
、
丹
波
は
一
年
で
最

も
気
候
の
安
定
し
た
豊
か
な
実
り
の
秋
を
迎

え
ま
す
。

　

市
議
会
も
9
月
定
例
会
で
は
決
算
を
は
じ

め
、医
療
対
策
、ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
問
題
な

ど
熱
い
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。
課
題
山
積

で
す
が
、
そ
の
議
論
が
や
が
て
よ
い
方
向
に

実
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
議
論
を
こ
う
し
た
広
報
誌
に
ま
と

め
る
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
委
員
一
同
精

一
杯
発
行
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。


